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アイ ヅ シ モッ ケ の 生育 要因 と し て は , 風穴 地 一 帯 が 地 中 か ら 吹 き 出す 冷気 に より , 夏季 に お いて も 低温 
に 保 た れ て いる こと が 考え られ る . 

現在 の 調査 段階 で は , 演者 ら が 調査 し た 風穴 の 中 で , 本 種 の 生息 し て いな いも の も あり , 風穴 と 本 種 と 
の 依存 関係 に つい て 明確 化 で き な い が , 帝釈 山地 北信 に お いて は , 風穴 地 一 帯 以外 に 本 種 の 分 布 は 確認 さ 
れ て お ら ず , 本 種 と 風穴 と は , 深い 関係 に ある と 思わ れる . 

また , 例外 的 と 思わ れる が , 風穴 地内 に ホ ザ キシ モッ ケ が 分 布 し , そこ で 本 種 が 発生 し て いる 場合 も 確 
認 し て いる の で , つけ 加え て お く 。 

今後 , 継続 的 に 調査 を 行い , 本 種 と 風穴 と の 依存 関係 , 風穴 地 に お ける 本 種 の 個体 群 の 大 き さ , 風穴 地 
間 の 個体 群 の 関係 に つい て 詳し く 研究 し て いき た だ たい. 


12. Papilio bianor complex の 全 タ ン パ ク の 比較 と 数 種 酵素 に お ける 組織 特異 性 
小南 裕彦 ・ 山 口 修 ・ 住 吉 薫 (近畿 ) 

日 本 列島 に 生息 する カラ ス ア ゲ ^ 集 団 中 に は 多量 の 遺伝 的 変異 が 含ま れ て お りこ れ ら は 特に 隔離 小 集団 
に お いて は 遺伝 的 浮動 と あい まっ て 種 分 化 を 起こ と し て いる こと が 予測 され て いる . これ ら 問 題 の 一 端 を 調 
べ る た め に , 本 州 産 ・ 沖 縄 本 島 産 ・ 石 垣 島 産 の カラ ス ア ゲハ 雄 を 採集 し , 腹部 を 擦り 潰し た 全 上 澄み タン 
パク を 材料 に 解析 し た . SDS と メル カプ ト エ タ ノ ー ル で 処理 し サブ ユニ ッ ト に 分 離し た 後 12.5% の ポリ 
ァ ク リル アミ ド 電 気 泳動 で 分 子 量 に 従っ て 分 離し た . 染色 は コマ シー ブリ リア ント ブル ー お よび シル バー 
ステ イン で 行っ た . 合計 の バン ド 数 に 占め る 異な っ た ベンド の 割合 を 非 類 似 度 指数 (DI : Dissimilarity 
Index) と し て 定量 化し た . 本 州 産 と 沖縄 産 と で は 0.762, 本 州 産 と 石垣 産 と は 0.814, 沖縄 産 と 石垣 産 と で 
は 0.721 で あっ た . これ ら の 値 は , ミヤ マカ ラス アゲ へ と の 間 が 本 州 産 で は 0.829, 沖縄 産 で は 0.714, 石 
垣 産 が 0.722 で ある の で ほぼ 同一 で ある こと が わか る . また これ ら の 値 は , 同 地 域内 の 0.111, 0.143, 0. 
156 の 値 に 比べ る と 有意 に た か い . これ ら の 実験 結果 は カラ ス ア ゲハ の 上 記 集 団 間 で は 遺伝 的 分 化 が ミヤ 
マカ ラス と の 間 の も の と ほぼ 同 一 で ある こと を 示し て いる . 我々 が 先 に 示し た アイ ソ ザ イム 遺伝 子 を 用 い 
た 遺伝 的 距離 と も 同一 の 結果 が 得 ら れ た . 

同一 個体 の 胸部 と 腹部 か ら 抽 出し た タン パク の パタ ー ン は , し か し な が ら か な り 異 な っ て いた . 前 回 の 
遺伝 的 距離 の 推定 に も , 用 いた 組織 に より 異な っ た 結果 が 有り 得る か も 知れ な い の で , アイ ソ ザ イム に お 
ける 組織 特異 性 も 調査 し た . 

Mdh と Tox に は 組織 特異 性 が あり , Adh, Acph, Est-g, Est-8 は 同一 の パタ ー ン で あっ た . 平均 ヘ テ 
g 接合 体 率 は 胸部 で 0.370 で あり , 腹部 で は 0.328 で あり , 両者 の 間 に は 有意 な 差 は な い . 遺伝 的 距離 の 
推定 に は どちら の 組織 を 用 いて も ほぼ 同一 の 値 に な る 事 が 判る . 


13. 静岡 市 近郊 の チョ ウ 群 集 に お ける 人 里 種 優先 河端 政 一 (東海 ) 
チョ ウッ の 定量 調査 は 森下 (1967) の 京都 付近 の に 始ま り , その 後 各地 の 調査 か ら , 人 為 の 程度 に より 種 
類 組成 や 個体 数 か 変動 する こと が 知ら れ て いる (日 浦 , 1973, 1976 : 山本 , 1983). 静岡 市 近郊 の 調査 か ら , 
この 点 を 考察 し て みた い . 

調査 場所 と 方 法 

1 . 谷田 地区 (平地 農村 的 ), 日 本 平 の 北側 , 2.1 km, 水田 , 畑 , チャ ・ ミ カン 畑 , スギ ・ ヒ ノ キ 植 林 , 雑 
木 二 次 林 . 

2 . 平山 地区 (山村 的 ). 竜 爪 山 登山 口 , 3.4 km, 水田 な し , 畑 , チャ ・ ミ カン 畑 , スギ ・ ヒ ノ キ 植 林 , 雑 
木 二 次 林 . 

方 法 と し て は , 幅 10 m 内 の 種類 , 個体 数 を 数 える ベル トト ラン セク ト 法 に より , それ を 1 km あたり の 
「 月 平均 個体 数 」 と それ を 合計 し た 「 補 正 総 個体 数 」 に 換算 し た . 調査 期間 は , 前 者 で は 1970- 1972 年 , 
後者 で は 1973 - 1975 年 で あっ た . 
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結果 と 考察 

1 . 調査 時 の み で , 3 年 間 に 谷 田地 区 で は 44 種 , 平山 地区 で は 54 種 を 確認 し た . 山村 的 な 後者 の 方 が 種 
類 数 は 多い が , 個体 数 は 逆 に 少な い . 

2 . 月 平均 個体 数 に つい て 季節 変化 を 見 る と , 両 地 区 と も 9 月 に 大 き な ビ ピー ク が ある が , 6 月 に は み ら れ 
な い . 

3 。 個体 数 の 多い の は , ウラ ナミ シジミ を の ぞ く と , 双方 と も イチ モン ジ セ セリ , ヤマ トシ ジミ, モメ ウ 
ラナ ミ , キチ ョ ウ , アゲ へ ハ その他 ほ と ん ど 同 じ で ある . な お , 両 地 区 と も モン シロ チョ ウ は 5 位 以内 に 入っ 
て いな い . 

4 . 上 位 種 の 群集 全体 に 占め る 割合 が 高く , 谷田 地区 で は 5 位 以内 の み で 60%, 平山 地区 で は 50% と 高い . 
し か も , いわ ゆる 「 人 里 種 」 で 占め られ て いる こと が 注目 され る . 


14. ク ジャ クア ゲハ と カラ ス ア ゲハ の 間 の 種 問 雑種 (続報 ) 阿 江 茂 (東海 ) 

クジ ャ クア ゲハ を 指標 と する カラ ス ア ゲハ の 分 化 の 研究 に お いて , これ まで 本 州 産 カラ ス ア ゲハ と ク 
ジャ クア ゲハ の 交雑 で は F」 肉 に 生殖 能力 が か なく, 雄 に わずか な 生殖 能力 が か みとめ られ る の み で あっ た の に 
対し , 一 昨年 より 台湾 産 カ テラ テス アゲ ハ を 用 いた と ころ , F, は 雌雄 と も に 良好 な 生殖 能力 を 持つ こと と が わ 
か っ た の で , 引き 続き 交雑 実験 を 行なっ て 現在 まで に 次 の 結果 を 得 た . まず 本 州 産 カ テラ テス アゲ へ ハ を 用 いて 
追試 を 行なっ た と ころ , F, 肉 は や は り 生 将 能 力 を 有 し な か っ た が , F, 雄 は 良好 な 生殖 能力 を 有する こと が 
わか っ た . 他方 ほぼ 平行 し て , 台湾 産 カ ラス アゲ ハ を 用 いて 交雑 を 行なっ た と ころ , F。 の 雌雄 の 成虫 まで 
得る こと が で きた . 他方 これ まで に オキ ナ ワ カラ ス ア ゲハ を 用 いた と ころ , まだ デー タ は 不 十分 で ある が 
F, の 成虫 は 雄 の み が 生 じ , この 雄 は 生殖 能力 を 有する こと を 確認 し て いる . 今年 ヤキ ヤマ カラ ス ア ゲハ の 
1 雄 を 用 いて クジ ャ クア ゲハ の 2 雌 と 交雑 し た と ころ , F, は 雌雄 と も に 成虫 に 達し , その 交雑 で も 良好 な 
卵 の 又 化 率 を 得 た . これ ら の 幼虫 は 今 休眠 由 と な りつ つ あ る の で , F。 の 成虫 は 得 ら れる も の と 思わ れる . 
これ らら の 結果 は 台湾 より 南西 諸島 を へ て 本 州 に 至る も カラス アゲ へ ハ の 各地 域 集団 の 間 で の 分 化 の 存在 を 示し 
て お り , 一 方 台 滴 産 カラ テラス アゲ ハ が クジ ャ クア ゲハ と 同種 で ある 可能 性 も 考え られ る . また カラ ス ア ゲハ 
の この 間 の 隣接 地域 問 の 交雑 実験 も これ まで に 行なう こと と の で きた も の で は , F,」 が 雌雄 と も に 生殖 能力 を 
も っ て いる 場合 が 多い の で , 今後 すべ て の 組み 合わ せ に よる 交雑 を 十分 行なっ て 結果 を 検討 する 方 向 で 実 
験 を 進め た いと 考え て いる . 





15. ゴイ シシ ジミ の 生息 地 の 分 布 と 成虫 の 移動 伴野 英雄 (関東 ) 
ゴイ シン シン ジミ の 生息 地 は , 幼虫 の 食物 と な る アブ ラム ン シ の 生息 する 場所 に 限ら れる た め , 極め て 局 地 的 
で ある . その 生息 地 は 消滅 し た り , 新しく 出現 し た り , 年 に よっ て 分 布 が 変化 する こと が よく ある . 生息 
地 の 消滅 は 食物 で ある アブ ラム シ が 食い 尽く され る と と に よる , また 新しく で きる の は , アブ ラム シ の 分 
散 と ゴイ シン ジミ の 成虫 の 移動 に よる と 考え を られる. そこ で , ゴイ シン シジミ の 生息 地 の 分 布 及 び 成 虫 の 移 
動 に つい て , 茨城 県 大 穂 町 及び 桜 村 で 調査 を 行っ た . 調査 地域 は , 約 500 ha で その 中 に 松林 , 畑地 , 水田 , 
居住 地区 な ど が ペッ チ 状 分布 し て いる . 

生息 地 の 分 布 調査 は , 調査 地 を まわ り 地 図 上 に ブ プロット し て 行っ た . 生息 地 は 主 に 林 縁 部 や 畑 脇 に 存在 
し 片側 が 開け た 場所 で ある 場合 が ほとん ど で , 林内 に は 存在 し な か っ た . ゴイ シシ ジミ は アズ マネ ザ サ に 
寄生 し て いる ササ コ フ キ アブ ラム シ C japonica を 食物 と し て 一 年 中 利用 し て いた が , 一 部 の 生息 地 で は 
夏期 に 一 時 期 , アン ボソ に 寄生 し た エゴ ノ ネ ュ フ シア ブラ ムシ C nekoashi を 利用 し て いた . 1985 年 に 一 
度目 の 調査 を 行い , 1987 年 に 再度 行っ た 結果 , 両 年 存在 し た 場所 , 1987 年 に 見 られ な く な っ た 場所 , 新た 
に 出現 し た 場所 が あっ た . 新しく 出現 する 場合 は , 1985 年 の 場所 に 比較 的 近い 所 が 多かっ た . 

成虫 の 移動 に た ついては, 生息 地 に お いて 成虫 に マー ク を し , 生息 地 間 で の 移動 及び ゴイ シシ ジミ が 生息 
し て いな い ア ブラ ムシ 生息 地 へ の 移動 も,。 も と も と アブ ラム シ が 生息 し て いた 場所 と 人 工 的 に アブ ラム シ 
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